
クリーニングカートリッジ（洗浄液）の使用方法

●インクカートリッジを装着した状態で「プリントヘッドのクリーニング」を何回か行っても、下図画像の
ようにノズルチェックで印刷不良がなかなか解消しない場合は、本製品の使用によりノズルに固着したイ
ンクの塊や流路内の汚れなどを落とし、プリントヘッドの目詰まりを改善、解消することができます。

※ノズルチェックで印字不良がある状態

※ノズルチェックで印字不良が解消された状態

①ノズルチェックで印字不良のインク色を確認し、該当色のインクカートリッジをプリンター本体から取り
外します。

②洗浄カートリッジにリムーブテープ（空気口シール）、保護カバーが付いていれば取り外します。
　※製品により無い場合があります。

③洗浄カートリッジをプリンターに装着し、ヘッドクリーニング（強力クリーニング等）を２回ほど行いま
す。

④その後、２時間ほど放置します。
⑤再度、ヘッドクリーニングを２回ほど繰り返し行います。
⑥洗浄カートリッジを取り外し、インクカートリッジを装着します。ヘッドクリーニングを何回か繰り返し
行い、ノズルチェックをして目詰まりが解消されているか確認します。

※インク排出口の透明なテープは、プリンター装着時に穴が開く仕組みですので、はがさないでくださ
い。

※インク排出口に保護カバーが付いている商品は、開封時に必ず保護カバーを上側にしてゆっくりとし
ずかに取り外して下さい。勢いよく取り外すと、インクがハネて衣服などを汚す恐れがございます。



各種クリーニングカートリッジ（洗浄液）の使用上の注意事項

●商品の特性上、ノズルが完全に詰まった状態のプリンターに使用しても効果が発揮されない場合がありま
す。

※完全に目詰まりを起こす前に、定期的なクリーニングを行うことをお薦めします。特に印刷する用途がな
い場合でも、月に１～２回の印刷を行うことで余計な目詰まりを防ぐ効果が期待できます。メーカーでも
推奨。

●ノズル部分のつぶれや、ヘッドメッシュ部分などの物理的な傷や損傷がある等の場合は、本製品では印字
不良を改善することは出来ません。

●洗浄カートリッジの使用後は必ず保護キャップを取り付け、液が漏れないようにして下さい。
●作業中にインクが漏れて、手や衣服等が汚れる場合がありますのでご注意下さい。

プリント品質を良好に保つために︕

　

●印刷の前に目詰まりパターン印刷（セルフテスト・ノズルチェックパターン）を行う。
※ご使用のプリンターによって操作方法が異なります。詳細はお手持ちのプリンター取扱説明書をご確認下
さい。

●印刷の前に必ず（プリンター本体を移動した際は必ず）ヘッドの調整を行う。
※プリントヘッドが目詰まりを起こしてるかどうかの確認をする印刷です。ご使用のプリンターによって操
作方法が異なります。詳細はお手持ちのプリンター取扱説明書をご確認下さい。

※目詰まりしている場合は、ヘッドクリーニング（キヤノン製品はヘッドリフレッシュも行う）を実行し、
再度、目詰まりパターン印刷で確認して下さい。

※洗浄カートリッジのご使用後は、内部に洗浄液が若干量残っている場合があり、最初のうちは色が出
にくい事がありますが、故障ではありません。何度か印刷する事でインクが循環していきます。

※ご使用後にクリーニングの際は、インクと併用してご使用頂けますが、プリンターの設計上、インク
が消費されますのでご注意ください。全ての洗浄インクをご使用の場合は、インクは消費されません。
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